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1.　研究の背景と目的

　密集市街地は、災害に対して脆弱なことが問題である。

今日の密集市街地整備政策は一斉更新型から点的更新型

へ移行しつつあり、敷地レベルの整備と街区全体の防災

性・住環境評価との定量的な接続が求められている 1）。本

研究では、対象地での実地調査を基に土地利用動態を予

測する MAS モデルを構築し、6つの政策シナリオ評価から、

今後の整備指針について知見を得ることを目的とする。

2.　MAS モデルの概要

2-1　対象地の概要

　川崎区小田 3 丁目を対象地として選定した（表 1）。実

地調査より、整備事業は 4段階に分かれ、個人と物件間の

相互関係を基に意思決定が行われる (図 1)。

2-2　モデルの設計

　図１を基にフローを構築する ( 図 2)。移行確率 Pn は既

往資料 ･ 論文 3）4）5）を基に、個人と物件の属性によって変

動する値とした。妥当性の検証では過去 9 年の建替え数

に対して約 96％の相関率を得た。

3.　シナリオの評価

　モデル上で 6 つの政策シナリオを分析した結果、1）

現行支援は 20 年後の不燃領域率を 40％まで引き上げ

るのに不十分である、2）空閑地利活用 (e.g. 定住促進、

中古住宅市場活性 ) は不燃領域率・住環境両方の改善

に大きく寄与することが示唆された (図 3・表 2)。
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表 1　公表データによる対象地の現況 2）

図 1　事業の 4段階における主要な意思決定要因

図 2　解体整備フロー図

表 2　6つのシナリオの説明と 20 年後の動態予測 (10 回の試行の平均値 )

図 3　政策毎の住環境変化の比較


